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プレーヤーを上達させる為にはいくつもの要因を改善させる事が必要になります。 

レッスン、トレーニング、ストレッチ、メンタル、クラブフィッティング、栄養等・・・ 

ここでは一人のプレーヤーのレッスンとクラブフィッティングにフォーカスし、改善していく過程の一例を

ご紹介致します。 

 

まず、今までの私とトラックマンの経緯からお伝え致します。 

 

私自身、トラックマンを使用し始めたのは２０１２年１月でした。 

使用し始めたきっかけは所属しているゴルフメーカーのクラブフィッティングで使用するからというもの

で、私自身データよりも感覚が全てだと思っていたのでトラックマンを使用する事に乗り気ではありません

でした。 

ところがトラックマンを使用していく内にいままで曖昧だった様々なものが、よりクリアにわかるようにな

りクラブフィッティングをしていくうえで欠かせないツールになりました。 

しかしながら今でも、感覚が一番大切という事に変わりはないです。お客様にはデータで負荷をかけすぎな

いよう気を付け、必要な項目のみをお話しするように注意します。データは嘘を付かないがデータを使う人

間が嘘を付くとの言葉にあるように自分の決めつけ等の感覚値でお客様に伝える事のないように気を付け

たりと、データを使う際には細心の注意を払い使用しています。 

 

このようにトラックマンをきちんと使用するにはかなりの勉強が必要なのも事実ですが、それでもトラック

マンを完璧に操れるようになればレッスンにもクラブフィッティングにも必ず役に立ちます。 

 

それでは、プレーヤーを改善する一例をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1. 問診をし、どういう球が打ちたいのか？どういうミスが多いのか？を確認する 

「軽いドローボールが打ちたいがプッシュスライスのミスが多くて悩んでいる。」 

 

2. 現在のクラブがどういうものか確認する 

使用クラブ：TS3 8.5 kurokageXD60X 44.5inch surefithoselC-2 CGweight9gN       

 

3. 現在のスイングとクラブの問題点を分析する 

 

レッスン・フィッティング前のトラックマンデータ 

 

 

問題点 

1. 打点がヒール 

2. 打点がヒールにも関わらず（バルジを加味しても）FACE ANG.のプラスの値が大きい。FACE TO PATH 

が-1.7ではセンターヒットに変えただけではドローにならない。 

3. ATTACK ANG.が上から入り過ぎている。プレーヤーは１Ｗが苦手、「球を上げると曲がりそう」とい

う意識から上から抑えこむ状態になっている。 

4. SPIN.LOFTが大きい｡ATTACK ANGがダウンプロ―ではあるが、DYN.LOFTが寝ている｡ 

→ 問題点 3と 4から、低打ち出し高スピンの飛ばない非効率の弾道になっている。 

5. 弾道は右に打ち出し、右に曲がるプッシュスライスになっている。 

SIDEサイドが 37.6Rヤードのため、広いコース以外ではコース内に残らない球。 

 

 

 

 



4. プレーヤーを改善していく 

 

問診とスイングの方向性からスキルのあるプレーヤーと判断。ATTACK ANG.と DYN.LOFT を改善する

目的で手元側がしなる kurokage XD から先側がしなる diamana BFに変更した。振り心地が良い事が

確認できた後、このスペックのシャフト (diamana BF60TX) に決定した。このプレーヤーの場合は

シャフト変更から行ったがプレーヤーによってスイングやヘッド等、修正する箇所の順番は異なる。 

 

シャフト変更の後、スィングの改善点をレッスンした。 

まず、センターヒットを意識した。このプレーヤーの場合ボールの近くに立ち過ぎ、また、つま先

寄りに体重が掛かり過ぎていたため、修正するとセンターに打点が揃ってきた。 

 

次に、ATTACK ANG.がダウンブローに入りすぎている状況を改善した。このプレーヤーの場合ボール

を左よりに置く事、左に重心が掛かり過ぎない事、打ち出す球の高さを前方に見える木を超えるよ

うなイメージをさせる事で改善した。 

 

上記の処方を行う事で FACE ANG.が右に向きすぎている点や SPIN.LOFTが大きすぎている点も自然に

改善されたが、まだまだ打球が不安定の為、ミスしたショットに追加で指摘をする事で再現性が高

まってきた。 

 

４終了時のトラックマンデータ 

 

 

改善点 

1. BALL SPEED 63.2 m/s→66.9m/s：打点の改善と振りやすいシャフトにした事で 3.7m/sアップ 

2. CARRY 218.9yds →241.9yds：BALL SPEEDと SPIN RATEの改善で 23.0ydsアップ 

3. SIDE 37.6R yds →1.4R yds：打点と FACE TO PATH の改善により 36.2yds改善 



5．さらに改善していく 

 

さらに改善が必要な点は LAUNCH ANG.と SPIN RATE が低すぎる点。LAND.ANG.が 30degにも達してお

らず、キャリーが少なくてランが 34. 3ydsと多すぎる球になってしまっている。打ち方を変えずに

ヘッドのロフトを 9.5度に変える事でこれらが改善するかチェックした。 

 

但し、ヘッドの見た目やフェースの見え方等に違和感がない事もプレーヤーと確認する事が大切で

あり、問題のない事が確認出来た後にデータを取った。 

 

5終了時のトラックマンデータ 

 

 

改善点 

1. LAUNCH ANG. 11.8deg→13.8deg：ロフトの変更により、適切な打ち出し角の値となった 

2. CARRY 241.9yds→254.6yds：SPIN LOFTや SPIN RAREが適切な値になり結果としてキャリーがアップ 

3. CURVE 6.1L yds、SIDE 1.4L yds：改善前の大きなスライスの値から、ドローに改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6. まとめ 

 

クラブフィッティングとしてはシャフト・フレックス・ロフトの 3 点を変更し下記のスペックとな

りました｡ 

TS3 9.5 diamanaBF60TX 44.5inch surefithoselC-2 CGweight9gN 

 

また､レッスンとしては､アドレスで球と体の距離を離し、つま先よりすぎる重心を母指球の辺りの

意識に変え、中に置きすぎている球の位置をやや左足寄りに変え､抑え込みすぎている ATTACK ANG.

を木の高さを超えるイメージを持たせ､悪くなった時は打点と FACE ANG.をチェックし修正していき

ました｡ 

 

7. 最後に 

 

プレーヤーを改善していく為には様々な要素があり､どの要素から修正を試みるのかは、プレーヤー

やコーチ､フィッターによって様々です｡順番に決まりはなく､コーチやフィッターの経験と知識は

不可欠です。その中で起きた現象をプレーヤーやコーチ、フィッターの感覚ではなく、そのままを

伝えてくれるトラックマンはプレーヤーを改善するにあたって非常に役立ちます｡ 

 

是非皆さんもトラックマンをたくさん使用し、経験値を上げ、一人でも多くのプレーヤーをハッピ

ーにさせて下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


